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全国学力・学習状況調査の概要について

滋賀県教育委員会事務局学校教育課

１実施概要

（１）実施曰平成２５年４月２４日（水）

（２）対象学年小学校第６学年、中学校第３学年

（３）実施教科

①教科に関する調査（国語、算数・数学）
.主として「知識」に関する問題（Ａ問題）

。主として「活用」に関する問題（Ｂ問題）

②生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査
・児童生徒に対する調査

・学校に対する調査

（４）実施学校数悉皆調査

２教科に関する調査の実施結果(公立）

Ｏ平均正答数（平均正答率）

滋賀へ

１

全学校数 調査対象児童

生徒の在籍す
る学校数

４月24日に

調査を実施
した学校数

市町立小学校 ２２７ ２２６ ２２５

特別支援学校（小学部） １２ ３ ３

市町立中学校 9７ ９６ ８４

県立中学校 ３ ３ ３

特別支援学校（中学部） １２ ４ ４

公立学校計 ３５１ ３３２ ３１９

教科等
国語

Ａ「知識」 Ｂ「活用」

算数・数学

Ａ ｢知識」 Ｂ「活用」

小学校
滋賀県

全国

10.6(58.8%）

11.3(62.7%）

4.6(46.4%）

4.9(49.4%）

14.2(74.7%）

14.7(77.2%）

7.2(55.1%）

7.6(58.4%）

中学校
滋賀県

全国

24.2(75.5%）

２４４(76.4%）

5.9(65.6%）

6.1(67.4%）

23.2(64.4%）

22.9(63.7%）

6.5(40.4%）

6.6(41.5%）
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Ｏ平均正答率について滋賀県の状況は、中学校数学Ａは全国の平均正答率を0.7ﾎﾟｲﾝﾄ
上回ったが、それ以外は全国の平均正答率を下回っている。

３生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査の結果から

児童・生徒質問紙

ｏ「今住んでいる地域の行事に参加していますか」という質問について、肯定的に答
えた児童生徒の割合が高い。

（小：76.5％＋12.6ﾎﾟｲﾝﾄ中：53.1％＋11.5ﾎﾟｲﾝﾄ）

Ｏ「学校の授業などで，自分の考えを他の人に説明したり，文章に書いたりすること
は難しいと思いますか」という質問について、難しいと答えた児童生徒の割合が高
い。

（小：61.8％＋2.5ﾎﾟｲﾝﾄ、中：72.4％＋4.5ﾎﾟｲﾝﾄ）

Ｏ家で、学校の復習をしている割合が低い。

（小：４７．０％-4.4ﾎﾟｲﾝﾄ、中：38.8％－９．８ﾎﾟｲﾝﾄ）

学校質問紙

Ｏ地域の人材を外部講師として招聰した授業を行っている学校が多い。
（小：90.4％＋11.1ﾎﾟｲﾝﾄ、中：67.0％＋9.4ﾎﾟｲﾝﾄ）

Ｏ放課後を利用した補充的な学習サポートを行っていない小学校が多い。
（小；77.6％＋39.4ﾎﾟｲﾝﾄ、中：７．７％－６．２ホ.ｲﾝﾄ）

４今後の取組

Ｏ調査結果から見られた課題改善のために、下記の取組を行う。

・調査問題や質問紙調査の結果の分析

・市町教育委員会に対する調査結果の説明や、結果の活用．学力向上の取組への助言

・学校訪問を通じて、授業改善・学校改善、学力向上の取組への指導助言

・学力アプローチ事業の指定枝への支援

・県総合教育センターによる調査分析支援システムの改良と各学校への配付

。「確かな学び豊かな学び滋賀の学び」ホームページの充実。

２



●

【小学校国語】

◇国語Ａ（知識）の平均正答率は５８．８％であり．例えば、次の

ような課題が見られた。

Ｏ今回出題したことわざの意味理解については、相当数の児童ができているも

のがある〔Ａ２二83.3%〕〔Ａ２-71.4％全国平均より＋0.3〕

Ｏ今回出題した漢字の読みについては、相当数の児童ができているものがある

〔Ａ１－(1)98.3％〕

●複数の内容を含む文について、主語と述語との関係や接続語の役割を押さえ

ながら文を分析的に捉えること〔Ａ３二(1)19.3％〕

〔Ａ７３４．７％〕●スピーチの表現をエ夫すること

◇国語Ｂ（活用）の平均正答率は４６．４％であり、例えば、次の

ような課題が見られた。

●目的や意図に応じ、必要な内容を適切に弓|用したり複数の内容を関係付けた

りしながら、自分の.考えを書くこと〔Ｂ２二23.7％・Ｂ２三15.Ｍ〕

●推薦文を比べて読み、推薦している対象や理由を捉えること
〔Ｂ３－イ40.9％〕

－３－
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。以下の集DHh／グラフは．４月２４日に実歯した現在の鰭果を於叶した位である．
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【小学校算数】

◇算数Ａ（知識）の平均正答率は７４．７％で、例えば､次のよ

うな課題が見られる。
～￣

Ｏ測定の目的に応じて、計器を選択することについては相当数の児童ができて

いる。〔Ａ５（１）９６．４％〕

●単位量当たりの大きさを求める除法の式と商の意味を理解すること

〔Ａ４４７．６％〕

●合同な図形をかくために必要な条件を理解すること

〔Ａ６５５．５％〕

◇算数Ｂ（活用）の平均正答率は５５．１％で、例えば．次のよ

うな課題が見られる。

●二つの数量の関係が比例の関係でないことを記述することに課題があり、特

に、根拠となる数値を示して記述すること〔Ｂ２(3)29.4％〕

●単位量当たりの大きさなどに着目して､､二つの数量の関係の求め方を記述す

ること〔Ｂ４(1)37.6％〕

勺Q

－６－
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.以下の集計値／グラフは．４月２４日に実施した飼垂の結果を集計した疵である.
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●

【中学校国語】

◇国語Ａ（知識）の平均正答率は75.5％であり、例えば、次のよ

うな課題が見られた。

Ｏ描写の効果を考え、内容を理解すること 〔Ａ２二85.9％〕

●文の接続に注意し、伝えたい事柄を明確にして書くこと〔Ａ３二48.2％〕

●文脈に即して漢字を正しく書くこと、語句の意味を理解し、文脈の中で適切

に使うこと〔Ａ８三ア45.8％〕

’〔Ａ８三イ57.3％〕◎全国比-5.4

◇国語Ｂ（活用）の平均正答率は65.696であり、例えば、次のよ

うな課題が見られた。

Ｏ文章の展開に即して内容を捉えること 〔Ｂ２-78.6％〕全国比＋1.1

●課題を決め、それに応じた情報の収集方法を考えること〔Ｂ１三55.2％〕

●根拠を明確にして自分の考えを具体的に書くこと〔Ｂ２三62.1％〕

〔Ｂ３三59.5％〕◎全国比－５．１

－８－
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夕

．以下の集計値〆グラフは．４月２４日に実施した鯛査の結果を集計した値である。

●

.以下の集Hf価／グラフは．４月２４日に実施した圃衰の結果を集計した値である．

正答紋分布グラフ（､l功：正答数．鰹粒８８m台）

“
慨
幟
噸
輝
噸
脇
筋

８
筋
略

４

08２３４５６７８９

，１悶悶悶悶悶悶悶悶問
一一一■■－U”－－戸Pロ■戸■－－■－■－－■一F、－－－－■－面？■⑰－－－－－■－－－－■■－－●■■－－－■画一｡

－９－

生徒戯 平均汀雲岱
千句正否旱

【96〕
中央虹 揮準■基

歯迂■（公立） 10,716 ｚＬ２/蛇 ｆＷｉ５ ZHi,0 5.0

金田（公立） 1,蛇6.顕I 狐.４/８２ nＭ 麹.０ 5.7

ＩＦ害Ep二壁ロ
(左：生佳数右；８ 1台(妬)》

ｏ閃 XT５ Ｌ５

１問 OIO a８

２閲 鴎７ 5.2

ａ因 7U【 7.3

４問 930 ８．J

５因 lDn布 ｣Ｌ、

Ｇ団 .」､図６ 】4.4

了IH＄ lpBO3 17古２

Ｂ問 1.ロ?③ 185

ｇ因 2.承1７ 12.2

生垈､、 平均詑答位
平均正否甲

(船）
中央値 杷準侶丑

敏文県（公立） '00716 ｑ９ノ９ 6回６ 60, ２．４

全図（公立） ]oOU70㈹７ 6.1ノ９ 07.J 7.0 ２．３



も

【中学校数学】

◇数学Ａ(知識）の平均正答率は６４４％で、例えば、次のよ
うな課題が見られる。－

○見取図、投影図から空間図形を読み取ることについては、相当数の生徒がで

きている。〔Ａ５(2)85.2％〕

ｏ与えられた一次関数の式について、ｘの値に対応するj/の値を求めることにつ

いては、相当数の生徒ができている。〔Ａ１１(1)83.6％〕

●関数の意味を理解すること 〔Ａ９１６８％〕

●与えられたヒストグラムについて、ある階級の相対度数を求めること

〔Ａ１４(2)22.7％〕

◇数学Ｂ（活用）の平均正答率は４０．４％で、例えば、次のよ

うな課題が見られる。

●事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することや、言葉で

表現された事柄の数学的な意味を的確に捉え、他の事象との関係を考えるこ

と〔Ｂ３(2)26.4％(3)27.5％〕

●資料の傾向を的確に捉え、事柄の特徴を数学的に説明すること

〔Ｂ５(2)２１．３％〕

－１０￣
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●

.以下の集叶値／グラフは‘４月２４日'二実施した閏五の結果を某計した価であるロ

：
正答は分布グラフ（ﾛU姑：正谷敗．伍苗：割合）
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．以下の集叶値／グラフは１４月２４日に実施した四盃の結果をJH8fした値である．
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▽

回太一さんは水を熱したときの水温の変化を調べました｡そして，
水を熱した時間と水温について下の表のようにまとめ，ｚ分後の水温

を９℃として，グラフに表しました。

調べた結果

水を熱した時間と水温

熱した時間工(分）

水温‘(℃）～

２４

２８．２３６．１

０｜川

６｜棚

８｜剛

、｜Ⅲ

次の(1)から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）水温は，熟し始めてから１０分間で何℃上がりましたか。１０分間
●

で上がった温度を求めなさい。

（２）太一さんは，水温が８０℃になるまでにかかる時間を求めるため

に沙調べた結果のグラフにおいて，水を熱した時間と水温の関係を

表す点Ａから点Ｆまでのすべての点が一直線上にあると考えること

にしました。

このときJ水温が８０℃になるまでにかかる時間を求める方法を

説明しなさい。ただし，実際に時間を求める必要はありません。

●

－１２－
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児童生徒質問紙調査、学校質問紙調査からみる本県の傾向
（概要）

１児童生徒質問紙調査からみる本県の子どもの傾向（全国との比較）

Ｏ「今住んでいる地域の行事に参加していますか」という質問について、肯

定的に答えた児童生徒の割合は、これまでと同様に全国より高く、子ども
たちと地域社会が継続的に深いつながりがあることがうかがえる。

（小：７６．５％＋１２．６ﾎﾟｲﾝﾄ、中：５３．１％＋11.5ﾎﾟｲﾝﾄ）

Ｏ早寝早起きなど、規則正しい生活を送っている児童の割合が高い。
（小学校の午後１０時より前に寝ている生徒の割合が高い５２．２％＋５．１

ポイント）

●「学校の授業などで，自分の考えを他の人に説明したり，文章に書いたり

することは難しいと思いますか」という質問について、難しいと答えた児
童生徒の割合が高い。

（小：６１．８％＋２．５ﾎﾟｲﾝﾄ、中：７２．４％＋４．５ﾎﾟｲﾝﾄ）

●家で、学校の復習をしている割合が低い。

（小：４７．０％－４．４ﾎﾟｲﾝﾄ、中：３８．８％－９．８ﾎﾟｲﾝﾄ）

２学校質問紙調査から見る本県の学校の傾向（全国との比較）

Ｏ地域の人材を外部講師として招鴫した授業を行っている学校が多い。

（小：９０．４％＋１１．１ポイント、中：６７．０％＋９．４ﾎﾟｲﾝﾄ）

○博物館や科学館、図書館を利用した授業を行っている学校が多い。
（小：４０．４％＋２．９ﾎﾟｲﾝﾄ、中：１７．６％＋3.0ﾎﾟｲﾝﾄ）

○ボランティア等による授業サポート（補助）を行っている学校が多い。

（小：57.0％＋１４．６ポイント、中：２４．２％＋１．４ﾎﾟｲﾝﾄ）

Ｏ教員が特別支援教育を理解し、児童生徒の特性に応じて授業をエ夫してい

る学校が多い。

（小：８８．２％＋５．４ﾎﾟｲﾝﾄ、中：８７．９％＋７．３ﾎﾟｲﾝﾄ）

●放課後を利用した補充的な学習サポートを行っていない小学校が多い。

（小：77.6％＋３９．４ポイント、中：７．７％－６．２ホ｡イント）

●資料の調べ方が身に付くような指導や、資料を使って発表ができるよう指

導している学校が少ない。（調べ方小：８４．７％－６．６ﾎﾟｲﾝﾄ、中：６０．４％
－１５．９ﾎﾟｲﾝﾄ、発表小：７８．５％－７．７ポイント、中：６１．５％－１５．３ﾎﾟｲﾝﾄ）

●家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教えた中学校が少ない。

（中：７０．３％－１６．８ポイント）
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